
日付 地域 内容 回答

2023.1.18 水沢

（感想）
医療関係者の方々の参加が多く、病院経営を中心とした発言が多かった。その中で、市が示した地域医療奥州市モデルを、自分の暮ら
しに密着させて、はっきり⽀持するとの表明があった。市⻑が地域を発展させる⽴場で、医療の課題を具体的に明らかにしていくこと
が大切であることを「財源」を示しながら説明された。納得しました。
（意見）
今もとめられているのは、住⺠の命と健康を守る市⺠病院の再⽣であり、本プランを広く周知し、⼀刻も早く新病院を実現することで
す。場所についてはあまり揉めずに落着させたいですね。
介護予防事業である「よさってくらぶ」は「百歳体操」というツールを使い、包括⽀援センターの継続した⽀援のもと、地域に浸透し
ています。⼀週間に⼀度集うことが交流の場、安否確認、健康増進の場となっています。ありがとうございます。

2023.1.18 水沢
質問者から、県⽴江刺病院の買収交渉要望提案に堅実的、かつ地域的に偏在しない広範な病院利用できるメリットがあり、貴重な提案
だったと思います。市の累積赤字財政のさなかを鑑みて是非交渉されたく念じ、申し上げます。特に新聞紙上、16日の医療懇話会並び
に市政懇話会の意見と同様でございます。

2023.1.18 水沢 人口の自然減は明らか。社会的増に転じさせるのが、正に行政の仕事。政治の力だ。「産科無し」前提の新病院づくりを改めるべき。

2023.1.18 水沢
産科〜⼦育てのアクセスをより良くしてほしい。陸上競技場というか、どこが良いかは市街地が良いかなと思う。競技場は残してほし
という個人的な意見。（体を動かせる場所は、予防医学も含めて、⼩児〜⾼齢者まで大事かなと思う）
ある程度の赤字は許容しても良いと思う。

2023.1.18 水沢

移転先を陸上競技場に決めた（候補地に挙げた）理由。マイナス面だけ記入。公園、スポーツ施設と隣合わせはどうか。スポーツ施設
の行き先はどうなるか。駐車場が足りない。若い世代の意見をもっと入れたら（30歳から60歳まで）
自家用車、巡回バス利用でOK
郊外型（賛成？施設の内容による。大きな夢を見たか？）
県の所有地と聞いているが（費用は、契約は！）広さは田んぼ（300坪）以上と聞いているが？ 医師は⾼速道路で通勤できる。（イ
ンターが近い）
メイプルの再⽣をお願いする。（近くの⾼齢者のためにも、わがままですが、イオン、ジョイス、マルイチとその都度盛り上がり、ま
たも⻑続きせず撤退。自分としては薬王堂、ツルハ、アオキというドラッグストアが良いのでは。歩いて買い物する、⼩まめに何回も
ドラッグストアは食品も販売している。商店街としても大賛成。
倉成市⻑さん、３期つとめ、水沢の医療をはじめ、後藤新平さんの大風呂敷を参考に頑張れ。

2023.1.18 水沢
病院機能の中に、予防、末病、リハビリと関連づけて、人が⽣まれる前から死ぬまでに関われる施設になって（成⻑していける）ほし
いです。

新病院建設に対する市⺠からの声（意見書）
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2023.1.18 水沢

赤字解消してから、その実績を基に実行に移してほしい。R10年度に⿊字にできるのであれば、まず⿊字に。孫や⼦どもに負の財産を
残すわけにはいきません。
メイプルを含め、旧市街地は既に死んだ街です。いまさら復活は無理です。メイプルはこれ以上市が関わらないでほしい。
医師会の提言も聞きたいと思う。

2023.1.18 水沢

この地域の医療の中心は胆沢病院であり、非常に受け入れがたいモデルです。多額の赤字を毎年出している市⽴病院を、何の改善策も
なく、建設するのは非常に無理があり、考え直す必要があります。
水沢病院は医師数の減少に伴い、そのプレゼンスは大きく低下しており、今後、医師の確保も望みが薄く、統合、廃止するべきである
と考える。
水沢公園は市内に残された唯⼀の運動施設（市⺠が誰でも利用できる）であり、絶対につぶしてはならない。
市⺠の方に意見を聞いてから、コンサルタントにかける必要がある。

2023.1.18 胆沢
この計画により、地域の医療の確保をお願いします。予測される繰入金の見通しの額については、普通交付税及び特別交付税の見込み
額も表し、⼀般会計の実質負担見込額もわかるようにしてほしい。

2023.1.18 水沢 新病院の計画及び、予定見込みがありました、お知らせください。

2023.1.18 水沢

昨日の市政懇談会に出席しての私の感想を述べさせていただきます。
１ 資料がコンパクトにまとめられおり、視覚的にもわかりやすかったです。また、市⻑さん、担当職員の方の説明が的を射ており、
市をよくしようという厚い熱意を感じました。
２ 地域医療奥州市モデルとしての施策①〜⑦も納得できる内容だと感じました。
３ ⑦の「まちづくりの拠点としての新病院建設」について候補地選定プロセスを段階を踏んで検討しており、陸上競技場という場所
を聞いたときは驚きましたが選定理由4点は納得できました。
４ 新たなまちづくりの拠点にしたいという考え方には大賛成です。これまで、奥州市⺠として財政問題など暗い話題だけだったのが
希望や夢を感じられる提案が出されたという意味でも市⺠の気持ちを活性化、⾼揚させることにつながるのではないかと思いました。
５ ⼀つ要望ですが、競技場がなくなるのも非常に残念ですので、ぜひどこかに建設をしていただきたいと思います。
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2023.1.18 水沢

■地域医療奥州市モデルの機能と新病院の役割について
・資料14ページの「候補地選定プロセス第二段階」で、④コストの低減と
 して「都市構造再編集中⽀援事業（※2）の活用が見込める」
  ※2本事業の活用により、国からの補助が得られる
 とありますが、国からの補助の概算がどこにも示されておらず、皆目予想が付きません。これは、資料「地域医療奥州市モデルの実
現に向けた市⽴医療施設のありかたについて」の10ページ、新病院建設費の事業費の市側負担に関わり、この国からの補助額によって
は市側負担額も大きく変わりうると思われ、捕らぬ狸の皮算用的ではありますが知りたい所です。
・この国からの補助「都市構造再編集中⽀援事業」による「水沢公園の陸上競技場およびその周辺」への総合水沢病院移転新築は、都
市公園整備とセットが要件となるのでしょうか、また都市公園の中の新総合水沢病院をイメージしておられるのでしょうか。
■地域医療奥州市モデルの実現に向けた市⽴医療施設のありかたについて
・1ページ右下や2ページ右上の図からは、機能として中核病院たる県⽴胆沢病院からの回復期リハビリ受け入れ病院として市内公⽴5
病院施設が対等に位置づけられ、加えて県⽴江刺病院もこの回復期リハビリ受け入れ病院の1病院と理解されます。もしそうなのであ
れば、新総合水沢病院をこれまで「地域中核病院」と呼称してきたものを、市内公⽴5病院施設と等しく認識、その中で「総合」機能
が付与されているとの認識変更が必要となるのではないでしょうか。市⺠としては今回ご提案の規模を縮⼩した新しい新総合水沢病院
をこれまでの「地域中核病院」と捉えている事が、混乱を招いている要因の1つとも考えられます。横並び市内公⽴5病院施設の中の、
診療科目の多い1つの病院としての新総合水沢病院なのであるとの認知が必要と思われます。

水沢公園は、現在策定中の⽴地適正
化計画における誘導区域内に想定さ
れることから、都市構造再編集中⽀
援事業（※2）の活用を見込めるた
め、新病院建設費に対して最大10.5
憶円の補助が受けられます。新病院
は水沢公園内の⼀角に過ぎませんの
で、都市公園の整備は必要条件では
ありませんが、患者及び公園利用者
にとってより快適な環境とするた
め、新病院建設と合わせて、公園の
再整備も実施する予定です。

2023.1.18 水沢

質問者SＴ氏が「江刺県⽴病院を買取り周産期単独でやって欲しい。・・・」という件について

市担当者の回答要旨が「我々は10〜30年先をこうしていくということではなく、向こう5〜10年位のことを考えている。」ということ
のようでした。この説明は簡略に過ぎてあまり適切でない感じがしましたがどうでしょうか。市⽴病院移転改築に相当する話となる
と、耐用年数も念頭に置いてある程度の⻑い期間（例えば、30年位とか）先を見通した話でないとどうかという感じがしますがいかが
でしょうか。
全般
開業医さん方から反対意見が多かったようです。質問者OK氏ですか、要旨「医師会との連携協調理解が大切ではないか。」とありまし
た。病床許可申請の手続きに入る際には、病床数の状況審査に加え県医療審議会で地域医師会の理解が重視されるのではないでしょう
か。奥州地域の県⽴病院⻑（必ずしも地域医師会を代表するような位置づけの⽴場とは思われない）の理解に加えて、地域の個々の開
業医さん方の理解を大切にすることが望まれるのではないでしょうか。
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2023.1.20 水沢 水沢公園陸上競技場とその「周辺」。周辺とはどこか。野球場、体育館、テニス場は含むのか。できれば体育館は残してほしい。

新病院の建設予定敷地面積は約
20,000㎡であり、凡そ陸上競技場の
面積と同程度です。よって、新病院
の建設地候補地は、陸上競技場を想
定していますが、患者及び公園利用
者にとってより快適な環境を提供す
るため、新病院建設と合わせて都市
公園自体の再整備も予定しており、
野球場、水沢体育館、テニスコート
の取り扱いには、それら都市公園再
整備計画の中で検討してまいりま
す。

2023.1.20 水沢

国からの補助制度の活用について、建設費55億円のうち、何割国から補助が出るのか。
減価償却費を資本的収⽀にあてることは、会計処理上疑問が残りますが、市全体の収⽀予想として、令和15年度まで財政調整基金が枯
渇したりなど、財政再建団体になる恐れはないか。広報おうしゅうなどで収⽀予想を示していただければと思います。メイプルもまた
建物を買収するようですので、そんな資金があるのか、果たして財政計画として成り⽴つのか、教えていただきたいです。

水沢公園は、現在策定中の⽴地適正
化計画における誘導区域内に想定さ
れることから、都市構造再編集中⽀
援事業（※2）の活用を見込めるた
め、新病院建設費に対して最大10.5
憶円の補助が受けられます。
広報奥州お知らせ版12月号でも、お
知らせしましたが、市は新病院建設
費用として100憶円を見込み、それ
であっても、災害などの突発的な需
要にも対応できる財政調整基金30憶
円を維持できる見通しを⽴てており
ます。今回、新病院建設費用を55憶
と見込み、また、上記の補助金の活
用も考えると、市の財政負担はさら
に低減するため市の財政運営に⽀障
が⽣じることはないと考えておりま
す。

2023.1.20 水沢
メイプルの活用策について、若い世代に活用できるものにという施策には大賛成です。大人ではなく、⻘年たちが自ら案を出し、運営
していく、当事者意識を持って日常⽣活を送る若者をより多く育てていくまちになってほしいと思います。

2023.1.20 水沢
資金見通しについて。資本的収⽀不足額、△272百万円の補てんとして減価償却費281百万円を見込んでいますが、新築病院以外の建物
の償却分も含んでいるが、既存建物があと何年の残存期間があるのか。資料ではわかりませんので見地が甘いのではないか。

今回お示しした資金見通しについて
は、あくまでも概算の見込みになり
ます。次年度策定予定の経営強化プ
ランや新病院建設の見通しがついた
段階で更に精査して参ります。
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2023.1.20 水沢
救急医療、感染症診療を維持するには内科の常勤医が必要となる。大学・基幹病院からの短期派遣を基本とするのか、⻑期の確保を目
指すのか。研修医が終わると専門医プログラムから専門取得を目指すこととなる。総合診療が求められている病院は魅力に乏しくなる
のではないか。

2023.1.20 水沢 新病院建設は駐車場の十分確保をお願いしたいと思います。医師の確保（特にも産婦人科医）

2023.1.23 江刺
総花的な施策では予算が少ないので難しいと思う。ピンポイントで重点を絞ってほしい。奥州市といえばこれと誰もが思い浮かぶよう
願います。

2023.1.23 江刺

⺠⽣児童委員の選考に苦労しました。選考条件、処遇等の見直しをお願いします。
選挙について（R3に行われたもの）投票率向上や経費節減から考えたものと思われますが、効果が出たのか。出なかったのか知りた
い。また、今年の選挙はどうなるのか知りたい。当日選挙⽴会人をやって感じました。希望としては、投票時間短縮（8時〜5時）、送
迎バス廃止等です。

2023.1.23 江刺 人口減少は合併当初からわかってきたことで、対策を取ってきたと思いますが、その対策と検証はどうだったんでしょう。

合併検証については、令和３年９月
に奥州市合併検証報告書をまとめて
おりますので、それをご覧願いま
す。
（https://www.city.oshu.iwate.jp/s
oshiki/1/44701.html）

2023.1.23 江刺 予防医療についてどのように考えられているのか？ 水沢病院が救急搬送受け入れを維持する必要性を言っている。

市⺠の健康増進を図るためにも介護
予防は非常に重要であると認識して
おります。新たな地域医療体制構築
にあたっては、予防医療も含めて、
必要な機能を構築してまいります。

2023.1.23 江刺 市で提案された新病院の候補地は良い場所であると思います。早くできることを望みます。

2023.1.23 江刺

医療資源（人材含め）が不足気味の現在、医療資源の分散化は的を得ているのか。水病は築40年、胆沢病院は築30年、タイミングを見
て統合すべき！ 公営競⾺は協同でやっているではないか。若者は⾼校⽣だけではない。20代、30代、40代の市⺠の声も大事。⼯業団
地への取り付け道路の３車線化、もしくは４車線化をしてほしい。
奥州市は水沢と胆沢と衣川のためだけにあるものではない。
メイプルは悪質物件だ！これから何十億円を費やすつもりか。メイプル買収に前のめりになりすぎている。相手は⺠間ですよ。市⻑は
奥州市合併の経過を理解しているか？

2023.1.24 衣川
合理的か、持続可能かの観点から、水沢メイプルは古さからも利用価値はないのではないかと思う。奥州市の買い取りで再利用は将来
の⼦どもたちに負の財政負担を強いる。地主に返却し、借金は残さないでほしい。

2023.1.24 衣川
奥州市の各計画の作成について、５市町村の魅力をしっかりと心にとめ、５市町村単位に居住空間を位置付ける考えを持ってほしい。
⼀極集中は市全体のエネルギーも失い、市⺠の力と心をうばい、つまらない人⽣を送ることになる。希望の光を残してほしい。

2023.1.24 衣川 新病院に産科、⼩児科
2023.1.24 衣川 ⾼次機能障害科目として取り入れる考えはないか。県北にしかこの病院がない。脳卒中の後になるケースが多い病気。
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2023.1.27 衣川 撤回した前改革プランと今回のプランでの経営収⽀見通しに大きな違いがあるのはなぜか。

前改革プランにおいては、現状の病
院等の機能を集約し継続する案とし
たものですが、今回の案について
は、それぞれの市⽴医療機関の機能
の見直しを含めた経営の考えに改め
たことによる違いです。

2023.1.31 前沢

産婦人科の建設は必ず達成していただきたい。負債を増やしてもやるべき。今後の納税者が増えれば必ず返せる。人口減少はあるが、
⽣まれてくる人が増えれば必ず未来は開かれると思います。10年、30年、50年、100年と日本、岩手、奥州市に住む人間がいるので、
⻑い目で見て必ず必要となることを実行していただければと思います。私は農業に携わっていますが、あと50年どうやるか先は相当厳
しいと感じています。エネルギー利益の減少があらゆる産業に押し寄せていて、持続不可になる産業が出てくるはずなので、市として
も対策等を考えていくべきだと思います。相当な危機感を持ってあらゆる物に対応してほしい。奥州市＝水沢に感じた。前沢はどうす
るつもりか聞きたかった。素晴らしい水沢が実現されるのは感じられた。

2023.1.31 前沢
新病院は、水沢公園の陸上競技場とその周辺に設置されるのがベストとして建設されたい。中心市街地（市有地）は大変良い。できれ
ば産婦人科の常設を胆江医療圏としてもぜひ実現させてもらいたい。市内の⺠間産科病院の協力（難しいかもしれませんが）安心して
産み育てられる奥州市となってほしい。若者も老人も⼦どもに夢をもらっている。交通弱者に配慮したバス路線の確保、補助を。

2023.1.31 前沢

新病院など地域医療モデルを将来的に⽀えていくのが⾼校⽣世代ということでしたが、私も含め、特に独身の40代はどうやって⽣きて
いけばよいのでしょうか。どのようにこの市政に参加していけば良いのでしょうか。我々独身の40代の意見を反映できるシステムが必
要だと思います。また、新病院建設について、医療需要が減少していくとそれ以降は新病院はそのまま維持できるのかどうか。（ハコ
モノを作ってからの活用方法はどうなるのか）

2023.1.31 水沢

とてもわかりやすい説明で、改めてこれからのまちづくりのことを考えました。懇談会だけではなく、各種団体（例：商⼯会議所、農
業関係者、福祉関係者、⼦育て世代など）とこれからの奥州市についてたくさん話をしていただければ、もっと自分のこととして考え
るきっかけとなると思いました。アイデアも出てくるのではないかと思いました。若い世代の参加が少ないのは仕方がないので、ぜ
ひ、説明会や話し合いの場をつくっていただきたいと思いました。みんなで意見を出して、自分のこととして考えることが必要であ
り、大事だと思います。

2023.1.31 前沢 病院と公園の⼀体化はいい案と思います。全国でもあまりないのでその方向で頑張ってください。応援しています。
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2023.2.1 胆沢

昨日は遅くまでお疲れ様でした。
新病院の件ですが、前回の提案があまりにも極端であったため多くの反対意見が
あり撤回になりました。今回多くの市⺠が納得するであろうような提案なので現状ではベターだと思います。しかし農業関係の会合で
岩手大学の広田純⼀名誉教授がお話していましたが、特に胆沢地域の人口シュミレーションは2050年に6000人台になると聴き、今更な
がら少⼦化の影響の大きさを実感しました。
5年毎に経営計画を見直し、統合してデジタル診療に切り替える等の大胆な施策が必要と思われますのでよろしくお願いします。あと
昨日参加された方々はほとんど60歳以上と思われますので、30.40代の若い世代の意見をもっと重要視したほうが、未来につながると
思われます。
2. 医療デジタル化を進めるとのことですが、市政全般にデジタル化をすすめて下さい。せっかくマイナカードを作ってもまだまだ紙
の申請書とか圧倒的に多いです。パソコンで済むようにお願いします。
3. メイプルの件ですが、建物自体が今の時代に合わない非常に不便な物ですので市で管理するよりも解体して再開発をしたほうが将
来発展の可能性があると思います。

2023.2.1 前沢
地域医療行政にご尽力大変ご苦労さまです。要望です。プランは⽴派でも中身が問題です。医師等のスタッフ確保に努力をより⼀層お
願いします。若者の住みやすい街にするには、やはり産婦人科が必要です。ぜひ諦めないで設置することを要望します。
福祉行政と教育行政は損得勘定ではないと思います。若者のいる元気な市を目指してご尽力をお願いします。

2023.2.1 胆沢

①奥州モデルのイメージを実証して、有効性、確実性を検証すること。空想で行政はできない。組織、人材等デジタル拠点機能を証明
する必要があるという。
②人口規模11万人で、県⽴病院２カ所、市⽴病院２か所、診療所３か所、⺠間病院とネットワーク作りには、専門職が必要と思う。副
市⻑を専任させるように厚労省から派遣していただいてはどうか。
③県⽴病院で⼀番入院期間を短縮しているのが胆沢病院と聞く。院⻑もホームページで地域の医療機関と連携に努力されている。総合
水沢病院がどのように努力されているのか分からない。
④地域医療懇話会で新聞によれば、奥州市の人口規模では将来人口を踏まえて、統合は絶対必要との意見が報じられている。市の５医
療機関とも施設は老朽化していると思う。まごころ病院に最近入院した人は、老朽化していて二度と入院したくないと話していた。
⑤若い医師に赴任していただける病院にしなければ、病院として維持できない。市⺠との説明会へ総合水沢病院およびまごころ病院の
院⻑先⽣に病院の現状と未来、これからの新病院についてご説明をお願いしたい。市の説明より説得力があり、方向性が実感できると
考えている。

2023.2.1 前沢 医師奨学⽣が10名いるとのことですが、この方々が新病院に勤務されるよう頑張ってください。
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2023.2.1 胆沢

人口減少は市で対応できることは少なく、近い将来患者不足になる。医療施設間での機能分化と連携は５施設でやっていないし、今後
も難しい。まごころ病院のMRIがあってもランニングコストに問題があり、衣川から患者がきて利用していますか。仮にガンが発見さ
れても今まで同様にオペできず紹介するだけ。医師が５施設を順番診療しないでしょう。できないことです。現実的ではないと思いま
す。開業医との連携は同じレベルで何をするというのか。開業医と競合せず地域ニーズに合致する運営は介護医療院しかないでしょ
う。医師奨学⽣は全額返納しても⾼度な医療設備があり、技能が発揮できる施設を選択します。収⽀計画は市⺠に向けての試算であ
り、実際はきびしい。病院は経営です。きれいごとすぎませんか。

2023.2.6 水沢

1.はじめに
懇談会資料を拝見しました。昨年の資料に比し格段に理解しやすいものとなっています。種々検討にご苦労されていることに敬意を表
したい。今後更に具体的な計画が提示検討され本地域の医療環境が⼀層良くなることを期待する⼀人です。以下に順不同で気付き事項
を記しました。貴職に置いてほんの少しでも参考になれば幸いであります。
２．病院の名称について
 名称は奥州市⺠病院を提案します。診療科目数からして総合は適当ではないと思います。
３．組織について
 現行の医療施設を⼀つの組織として編成することを提案します。共通する事務部門を簡素化することが必要であります。医療スタッ
フも柔軟な対応ができます。
４．医師・医療スタッフ確保について
 確保については従来から日夜ご苦労されていることに感謝しています。しかしこれは結果がすべてであります。満足に確保出来てい
ないのが現状です。医学奨学⽣在籍状況を拝見し現状は理解できました。これまでのご尽力に敬意を表します。しかしながら歩留まり
を考慮すべきで、更に対象者を増やす努力をお願いします。医師だけでなく他の医療スタッフにも制度を拡大し優秀な人材を確保する
ことを提案します。病院の良し悪しは医療に携わる人達の技量（トータルとしての人間性も含めて）が最後の決め手になるのではない
でしょうか。
５．医師の負担軽減について
 医師の意見を最大限に尊重せねばなりません。適切な医療機器の設置と適切な医療スタッフ配置は必然だと考えます。
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６．公的病院の収⽀について
 公的病院だから赤字であっても仕方がないと考えてはいないでしょうか。何としても⿊字化するんだという強固な意志が必要であり
ます。やるからには日本⼀の公的病院を目指して取り組んでいただきたい。毎年10億円以上の赤字補填は余りにも多額過ぎます、先ず
は現状５施設について収⽀改善策を従来とは違った角度から徹底的に検討されてから新病院に引き継いでください。収⽀見込みについ
ては医師・医療スタッフ確保に係る割合が極めて大きいものと考えられます。よって計画通り上手くいった場合と最悪の場合を想定し
て収⽀の幅を見積もることは意味のあることだと考えます。是非とも最悪のケースを知っておきたいと思います。徹底したDX化と医療
関係者の意識改革によって継続可能な病院経営は可能なものになり得ます。
７．新病院建設関連費について
 資金は全額借入金で賄うではなく、ある程度資金をストックして置いてから多額の投資をするのが企業では⼀般的なやり方でありま
す。⼩⽣には違和感を禁じえません。建設場所は水沢公園陸上競技場が候補とのことですが、公園内のどの範囲なのか具体的に示して
いただきたい。場合によっては異論が出そうな気がします。建設費の概略内訳を開示いただきたく思います。例えば、建物本体・医療
機器・旧水沢病院取り壊し・跡地売却・国からの補助・その他諸々。

８．地域医療モデルについて
 モデルは種々の角度からの視点で検討されていることがうかがえます。さぞご苦労されたことと思います。⼩⽣の意見はあれもこれ
も出来ないと考えますので、とりわけ周産期に係る医療が最も重要と考えますが残念ながら医師の確保が難しいことを承知していま
す。従ってオンライン診療等が急務であります。この課題は市⺠病院のみでは全ては解決出来るものではありません。医師会・薬剤師
会・⻭科医師会と個別クリニックとの連携（これは言うは優しく行うは難し）肝要ですが利害も絡みますからなかなか難解だと思いま
す。
９．収益的収⽀表について
 本表作成の前提条件が全く明示されていません。諸々の施策は資料に記載されていますが何れも抽象的・定性的（現時点では致し方
無いなとはいえ）であります。10年後まで表示されていますが、これでは数値を見ても判断のしようがありません。ラフでも前提条件
を開示可能な限り定量的に議論の対象となるよう整理して大局を誤らないようにしなければなりません。
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2023.2.6 水沢

① 行政の役割を⼀言で表現すると、「市⺠の命と暮らしを守る。」ことにある。その中核を担っているのが病院である。従って「行
政はやるべきではない。」という⼀部の医師会会員からの強硬意見もあるが、全国的に最下位の医師不足となっている岩手県の現状を
直視し、行政の果たすべき役割は誠に大きいと言わなければならない。勿論、赤字を出さないように最善の努力をすべきだし、多少の
赤字が出たとしても市⺠の命は全力で守らなければならないと考えます。その考えを貫いていただきたい。
② 令和元年８月発行の「岩手の保健」（岩手県⺠国⺠健康保険団体連合会発行）に掲載された元総合水沢病院⻑と元水沢市⻑⾼橋忠
⼋氏との信頼関係の篤い連携した取組みを学んでほしい。同冊⼦には、現水沢病院⻑の就任にあたっての決意表明も掲載されており、
それが⽣かされる病院づくりに努力してほしい。
③ 令和２年２月29日に開催された地域医療を考えるシンポジウム（胆江地区労働組合連合会主催）に市⺠・患者の⽴場からのシンポ
リストとして前市⻑と共に出席しました。
④ 現病床数は確保してほしいと考えます。それは、手術も出来る魅力ある病院とし、着任してみたいと思われる規模の病院にしない
と医師が来てくれないと断言出来ます。更に、産科を是非設置し、人口減の危機が急加速している中で「⼦供を産むなら奥州市へ」の
キャンペーンを全国に向けて大宣伝していくことも、更に悪い人口減少の奥州市にとっては最重要施策と考えます。

⑤ 令和４年12月17日付の胆江日日新聞投書欄に、中心市街地活性化の観点から「水沢病院の建設過ちを繰り返すな」の表題で投稿し
ました。市⻑は確か全国中心市街地活性化協議会の会員と聞きました。その⽴場からすると、新たな水沢病院建設にあたって中心市街
地の空洞化を招くような失態を繰り返さないことを切に望みます。特にメイプルの経営危機が⽣じてきている中で、行政が率先して交
通の便がよい中心市街地からの移転は絶対反対です。
⑥ 私は1月18日に開催された市政懇談会で「現地建て替え」をお願いしましたが、市⻑提案の水沢公園陸上競技場へ建設した場合、
移転後の水沢病院跡地をどのようにしようと考えているのですか。中心市街地にある大型の公共用跡地対策は極めて重要であり大いに
関心があります。跡地対策も示してほしい。そのまま空地とか、駐車場にするとかは最悪の極みです。
⑦ 水沢病院建設を水沢公園陸上競技場として提案したということは、奥州市体育協会や利用関係者団体等と事前協議済みなのです
か。これからなのかお伺いします。

⑦奥州市体育協会及び奥州市陸上競
技会へは事前に説明をしております
が、代替施設等については今後検討
を重ねていきます。

2023.2.10

1.  病院建設の各地区の賛成・反対の割合を提示していただきたい
（各地区各医師によって割合は、違うと思われるので）
1.  産科の医師に対しての大胆な優遇をして医師確保に努めてほしい。
1.  産科が無理なら⼦どもの⽣活に対しての大胆な優遇をして⼦育てしやすい地域つくりをする
1.  他、地区と同じことをしても人は、増えません大胆な決断を求めます。

●地域医療奥州市モデルに対する賛
否
賛成74％ 反対８％ その他18％
●建設候補地に対する賛否
賛成69％ 反対21％ その他10％
※地区別の集計は実施しておりませ
ん。
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2023.2.12

水沢公園の陸上競技場の場所に水沢病院を建てる案があると聞き、いてもたってもいられずメールしました。
水沢病院を陸上競技場の部分を含む水沢公園の敷地に建てることは反対です。
陸上競技場とその周辺は、旧水沢市⺠の憩いの場です。毎朝ウォーキングし、ラジオ体操する人たち。社会人のチームでサッカーやグ
ランドゴルフを楽しむ人たち。どこかの陸上か駅伝の選手が練習していることもあります。競技場の周りの草地で遊ぶ親⼦や、犬の散
歩をしている人たちもいます。ヨガをしている人も見たことがあります。私は健康のために時々歩きに行っていますが、四季を感じな
がら体を動かしたり散歩したりできる、素晴らしい場所です。どうか、私たちから公園を取り上げないでください。こんなに美しく
て、市⺠の⽣活に密着した素晴らしい公園はありません。水沢体育館も、無いと困る団体や学校がたくさんあります。この先100年、
1000年このまま残したい公園です。どうか、よろしくお願い致します。水沢病院は別の場所に建ててください。お願いします。
代わりに提案です。
奥州市役所はメイプル跡地に。水沢病院は今の場所と現在の市役所の跡地に建ててはいかがでしょうか。いずれにせよ、土地は水沢公
園でなくてもあるはずです。水沢公園はどうかこのままで。お願いします。本当に本当に、お願いします。
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